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か
に
凌
い
だ
。

次
い
で
、
初
代
か
ら
18
年
後
の

第
２
代「
お
が
さ
わ
ら
丸
」（
平

成
９
年
３
月
１
日
就
航
、
６
，

７
０
０
総
ト
ン
、
旅
客
定
員
１
，

０
３
１
人
、
航
海
時
間
25
時
間

半
）
は
大
型
化
し
た
が
、
旅
客
定

員
を
抑
え
、
客
室
居
住
性
を
向
上

さ
せ
、
か
つ
運
航
時
間
の
短
縮
を

図
っ
た
。

さ
ら
に
、
第
２
代
か
ら
19
年
後

の
平
成
28
年
就
航
、
現
在
の
第

３
代「
お
が
さ
わ
ら
丸
」（
１
１
，

０
０
０
総
ト
ン
、
旅
客
定
員

８
９
４
人
、
航
海
時
間
24
時
間
）

は
、
大
幅
に
大
型
化
し
た
が
、
逆

に
旅
客
定
員
を
減
ら
し
、
個
室
を

増
や
す
な
ど
居
住
性
を
格
段
に
向

上
さ
せ
て
い
る
。

丸
」
を
購
入
し
、「
父
島
丸
」
に

改
名
）
を
４
月
４
日
か
ら
就
航

さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
航
海
時

間
は
、
椿
丸
の
44
時
間
に
対
し
、

38
時
間
と
６
時
間
も
短
縮
さ
れ

た
。

３ 　

初
代
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」

の
就
航

父
島
丸
は
、
昭
和
48
年
か
ら
昭

和
54
年
３
月
ま
で
活
躍
し
た
が
、

交
代
時
に
は
船
齢
19
年
に
達
し
て

い
た
。

初
代「
お
が
さ
わ
ら
丸
」（
東

海
汽
船
の「
す
と
れ
ち
あ
丸
」
を

流
用
）
は
、
昭
和
54
年
４
月
２
日

に
第
一
便
を
飾
っ
た
が
、
３
，
５

５
３
総
ト
ン
、
旅
客
定
員
１
，
０

４
１
人
、
航
海
時
間
は
28
時
間

と
、
父
島
丸
の
輸
送
能
力
を
は
る

ま
で
東
海
汽
船
と
契
約
し
て
航

路
を
復
活
さ
せ
た
。
最
初
は
黒

潮
丸
（
４
８
９
総
ト
ン
）
で
月
１

〜
２
回
の
往
復
、
翌
年
の
44
年

に
は
、
椿
丸
（
１
，
０
１
６
総
ト

ン
、
航
海
時
間
44
時
間
）
が
就
航

し
た
。

そ
の
後
、
小
笠
原
海
運
株
式
会

社
が
、
返
還
１
年
後
の
昭
和
44
年

９
月
10
日
に
設
立
さ
れ
、
昭
和
47

年
に
運
輸
省
の
事
業
免
許
を
取

得
、
太
平
洋
戦
争
以
降
初
の
民
間

に
よ
る
小
笠
原
航
路
が
復
活
し

た
。（
小
笠
原
海
運
㈱
は
、
近
海
郵

船
と
東
海
汽
船
の
共
同
出
資
に
よ

る
新
会
社
）

小
笠
原
海
運
は
、
昭
和
47
年

当
初
、
椿
丸
で
の
運
航
を
継
承

し
た
が
、
椿
丸
は
小
型
で
老
朽

化
が
著
し
く
、
長
期
運
用
に
耐

え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

小
笠
原
海
運
は
、
翌
48
年
に
、
父

島
丸
（
２
，
６
１
６
総
ト
ン
、
旅

客
定
員
６
２
２
人
、
航
海
時
間

38
時
間
、
沖
縄
航
路
客
船
「
浮
島

島
・
父
島
・
母
島
航
路
）、
筑
前

丸（
２
，
５
７
８
総
ト
ン
）
が
活

躍
し
た
。
昭
和
13
年
に
は
、
再
び

芝
園
丸
が
復
帰
し
て
い
る
。

２ 　

戦
況
の
悪
化
に
よ
る
中
止

と
返
還
後
の
復
活

昭
和
17（
１
９
４
２
）
年
、
太
平

洋
戦
争
の
戦
況
悪
化
と
と
も
に
、

航
路
の
安
全
が
失
わ
れ
物
資
の
輸

送
が
難
し
く
な
っ
た
。
芝
園
丸
に

よ
る
南
洋
航
路
は
中
止
さ
れ
、
そ

の
後
、
小
笠
原
返
還
ま
で
定
期
航

路
は
復
活
し
て
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
で
は
、
日

本
領
と
は
生
活
圏
が
異
な
り
、
グ

ア
ム
や
サ
イ
パ
ン
と
の
往
来
が
主

で
飛
行
艇
と
貨
物
船（
Ｕ
Ｓ
Ｓ 

Ｂ

Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ 

Ａ
Ｋ
Ｌ
25
）に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
た
。
父
島
か
ら
は
、冷

凍
の
海
産
物
が
送
ら
れ
て
い
た
。

返
還
後
は
、
東
京
都
が
昭
和
43

年
の
返
還
当
初
か
ら
昭
和
47
年

編集兼発行

東京都港区海岸１-12-２
竹芝客船ターミナル２階
電　話 03－3432－4921
ＦＡＸ 03－3432－4487

振替貯㈮口座(郵便)
00190－９－64610
みずほ銀行芝支店
普通 3242428

ン
』
で
は
、
50
周
年
記
念
限

定
ア
イ
テ
ム
を
多
数
入
荷
予

定
。
ま
た
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド
と

の
コ
ラ
ボ
商
品
も
登
場
予
定
。

詳
し
く
は
、
小
笠
原
海
運
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

ogasaw
arakaiun.co.jp/50th/ 

に
て
公
開
中
で
す
。

１　

小
笠
原
航
路
の
歴
史

船
が
主
要
な
交
通
手
段
で
あ
る

小
笠
原
航
路
の
歴
史
は
古
い
。
ま

た
現
在
で
も
、
小
笠
原
を
領
有
す

る
こ
と
で
、
わ
が
国
が
広
大
な
排

他
的
経
済
水
域
を
有
し
て
お
り
、

こ
の
航
路
は
従
来
か
ら
国
策
上
の

役
割
を
担
っ
て
い
た
。

今
日
ま
で
１
４
３
年
間
、
戦
前

は
主
と
し
て
郵
便
汽
船
三
菱
会

社
、
日
本
郵
船
、
近
海
郵
船
が
、

そ
し
て
戦
後
は
主
と
し
て
小
笠
原

海
運
が
、
こ
の
航
路
を
運
航
し
て

き
た
。

記
録
で
は
明
治
９（
１
８
７
６
）

年
に
日
本
が
小
笠
原
諸
島
を
領
有

し
た
年
に
、
内
務
省
の
所
管
で
、

郵
便
汽
船
三
菱
会
社
が
太
平
丸

（
７
５
０
総
ト
ン
）
で
年
３
回
往

復
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
明
治
32
年
に
は
、
毎

月
１
便（
横
浜
、
八
丈
島
、
父

島
、
母
島
片
道
４
泊
５
日　

臨

時
寄
港
地
：
青
ヶ
島
、
鳥
島
，聟

島
、
硫
黄
島
）に
増
え
て
い
る
が
、

こ
の
こ
ろ
小
笠
原
諸
島
の
人
口
も

４
，０
０
０
人
へ
と
急
増
し
て
い
た
。

就
航
船
は
、
明
治
期
に
は
千

年
丸
、
青
龍
丸
、
駿
河
丸
、
住
ノ

江
丸
、
兵
庫
丸（
１
，
５
１
７
総

ト
ン
）、
大
正
時
代
に
は
、
芝
罘

丸（「
チ
ー
フ
ー
ま
る
」後
の
芝
園

丸
）、
嘉
代
丸
な
ど
で
あ
っ
た
。

昭
和
初
期
に
は
、
桐
丸

（
５
３
１
総
ト
ン　

東
京
・
八
丈

航
す
る
小
笠
原
海
運
株
式
会
社

は
、「
創
立
50
周
年
を
記
念
す
る

一
年
」
と
し
て
様
々
な
事
業
を
実

施
す
る
。
価
格
や
日
程
に
こ
だ

わ
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
旅
行
プ

ラ
ン
や
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
船

内
売
店『
シ
ョ
ッ
プ
ド
ル
フ
ィ

今
年
９
月
に
小
笠
原
海
運
は

創
立
50
周
年
を
迎
え
る
。
本
号

で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
生
活
を

支
え
て
き
た
小
笠
原
航
路（
主
と

し
て
定
期
船
）
の
歴
史
を
紹
介
し

ま
す
。

ま
た
、
お
が
さ
わ
ら
丸
を
運

兵庫丸兵庫丸芝園丸芝園丸桐丸桐丸

父島丸父島丸

初代  おがさわら丸

USS BANNER AKL25 USS BANNER AKL25 飛行艇（アメリカ海軍）飛行艇（アメリカ海軍）

椿丸椿丸
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小
笠
原
の
航
路
を

支
え
て
50
年

小
笠
原
海
運 

創
立
50
周
年
記
念

3 代目  おがさわら丸3代目  おがさわら丸
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４　

父
島
と
母
島
間
の
就
航

さ
て
、父
島
か
ら
母
島
へ
は
、さ

ら
に
南
に
50
㎞
。
現
在
の
は
は
じ

ま
丸
で
２
時
間
か
か
る
。
以
前
は
、

南
洋
航
路
で
、
そ
の
ま
ま
東
京
か

ら
父
島
、
母
島
へ
の
寄
港
だ
っ
た

が
、
鳥
島
や
硫
黄
島
に
行
か
な
く

な
っ
た
返
還
後
は
、
父
島
と
母
島

を
結
ぶ
便
に
変
わ
っ
て
い
る
。

返
還
後
に
父
島
と
母
島
間
を

結
ぶ
最
初
の
船
は
、
昭

和
46
年
就
航
の「
お
が

さ
わ
ら
丸
」（
同
名
別

船
の
小
型
船
舶
）だ
っ

た
。
そ
の
後
、
昭
和
48

年
に
、「
若
潮
丸
」、
昭

和
51
年
か
ら
、
伊
豆

諸
島
開
発
㈱
の「
第
２

弥
栄
丸
」
が
就
航
し
、

昭
和
54
年
か
ら
、
初

代
の「
は
は
じ
ま
丸
」

（
３
０
２
総
ト
ン
）
に

引
き
継
が
れ
た
。

初
代
の「
は
は
じ
ま

丸
」
は
、
平
成
３
年
に

新
船（
２
代
目「
は
は

じ
ま
丸
」４
９
０
総
ト

ン
）に
名
前
と
も
に
引

き
継
が
れ
、
現
在
で

は
、
平
成
28
年
就
航
の

３
代
目「
は
は
じ
ま
丸
」

（
４
５
３
総
ト
ン
）が
就

航
し
て
い
る
。

５　

貨
物
船
の
歴
史

小
笠
原
諸
島
に
と
っ
て
、
物

流
の
基
盤
は
、
定
期
貨
客
船
だ

け
で
は
な
く
、
貨
物
船
が
重
要

な
役
割
」
を
担
っ
て
き
た
。
返

還
後
の
歴
史
で
は
、
直
後
の

昭
和
43
年
に「
第
12
共
勝
丸
」

が
、
東
海
汽
船
の
用
船
と
し
て

登
場
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
46

年
に
株
式
会
社「
共
勝
丸
」は
、

事
業
許
可
を
取
得
し
、
独
自
に

貨
物
営
業
を
開
始
、
就
航
船
は

第
21
、
第
20
共
勝
丸
の
初
代
、

第
２
代
と
繋
が

れ
、
平
成
５
年

に
は
、
最
近
ま

で
就
航
し
て
い

た
第
28
共
勝
丸

が
活
躍
し
て
き

た
。
そ
し
て
、
本

年
１
月
に
新
船

「
共
勝
丸
」
が
就

航
し
た
。
工
事

機
材
や
危
険
物

な
ど
、
旅
客
船

で
は
運
べ
な
い

も
の
の
輸
送
に

は
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で

あ
る
。

主
催  

公
益
財
団
法
人
小
笠
原
協
会

共
催  

明
治
学
院
大
学
国
際
平
和
研
究
所

日
時
： 

２
０
１
９
年
５
月
17
日
㈮

18
：
00
〜
19
：
30 

（
17
：
30
受
付
開
始
）

会
場
： 

明
治
学
院
大
学
白
金
校
舎　

本
館
10
階
大
会
議
場

講
師
： 

石 

原　
　

俊　

氏 

（ 

明
治
学
院
大
学
社
会
学

部
教
授
／
国
際
平
和
研

究
所
所
員
）

公
益
財
団
法
人
小
笠
原
協
会
で

は
、
強
制
疎
開
か
ら
返
還
に
至
る

小
笠
原
諸
島
の
歴
史
を
発
掘
し
検

証
す
る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
活
動
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
同

諸
島
の
文
化
的
、
地
理
的
、
歴
史

的
な
特
異
性
へ
の
理
解
を
深
め
、

こ
れ
か
ら
の
国
境
離
島
の
あ
り
方

や
、
歴
史
の
教
訓
と
し
て
平
和
及

び
地
域
文
化
の
重
要
性
に
光
を
あ

て
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。　

■
講 

師
紹
介

石 

原　

俊 

氏（
歴
史
社
会
学
）

石
原
俊
氏
は
、
約
20
年
に
わ
た

っ
て
小
笠
原
群
島
・
硫
黄
列
島
の

近
現
代
史
研
究
に
従
事
し
て
お
り
、

著
書
に『
近
代
日
本
と
小
笠
原
諸

島
―
移
動
民
の
島
々
と
帝
国
』

（
平
凡
社
、
２
０
０
７
年
）、「〈
群

島
〉
の
歴
史
社
会
学
―
小
笠
原

諸
島
・
硫
黄
島
、
日
本
・
ア
メ
リ

カ
、
そ
し
て
太
平
洋
世
界
」（
弘
文

堂
、
２
０
１
３
年
）
な
ど
が
あ
り

 

小
笠
原
諸
島
文
化
講
演
会

「
国
策
に
翻
弄
さ
れ
た

硫
黄
島
の
１
３
０
年
」

中
公
新
書『
硫
黄
島
』刊
行
を
機
に

ま
す
。
こ
の
１
月
に
、『
硫
黄
島
―

国
策
に
翻
弄
さ
れ
た
１
３
０
年
』

（
中
公
新
書
）を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

■
講
演
要
旨

日
米
の
地
上
戦
の
場
と
し
て
知

ら
れ
る
硫
黄
列
島（
北
硫
黄
島
・

硫
黄
島
な
ど
）
は
、
実
は
近
現
代

日
本
の
矛
盾
が
集
中
的
に
表
れ
て

い
る
場
所
で
あ
る
。
19
世
紀
末
以

来
、
日
本
の「
南
洋
」
進
出
を
背

景
に
入
植
地
と
し
て
発
展
し
て
い

た
が
、
１
９
４
４
年
の
強
制
疎
開

で
大
多
数
の
島
民
が
故
郷
を
失
っ

た
。
残
留
を
命
じ
ら
れ
地
上
戦
で

命
を
落
と
し
た
島
民
も
少
な
く
な

い
。
そ
の
後
、
硫
黄
島
は
米
軍
と

自
衛
隊
に
よ
っ
て
排
他
的
に
利
用

さ
れ
、
施
政
権
返
還
か
ら
半
世
紀

経
っ
て
も
島
民
の
帰
郷
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
困
難
な
現
状
の
な

か
で
、
故
郷
を
奪
わ
れ
て
き
た
島

民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
な
途
を
模

索
す
べ
き
か
、
考
え
る
契
機
と
し

た
い
。

■
お
申
込
み
先
・
お
問
合
せ
先
：

公
益
財
団
法
人 

小
笠
原
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
―
３
４
３
２
―

４
９
２
１

ｆａｘ 

０
３
―

３
４
３
２
―

４
４
８
７

メ
ー
ル kzho@

ogasaw
arak.jp

入 

場
無
料（
事
前
申
込
み
制
）： 

一
般
公
募
は
先
着
60
名
締
切
り
。

入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
。

〈
お 

申
込
み
〉 

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
で

お
願
い
し
ま
す
。

〈
お
申
込
み
期
間
〉

２
０
１
９
年
４
月
15
日（
月
）

〜
５
月
10
日（
㈮
）

明
治
学
院
大
学
の
構
成
員（
教

職
員
・
非
常
勤
講
師
・
研
究
員
・

院
生
・
学
生
等
）
の
方
は
事
前

申
込
み
不
要
で
す
。

〈
当
日
の
ご
連
絡
先
〉

明
治
学
院
大
学
国
際
平
和
研
究

所（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
―

５
４
２
１
―

５
６
５
２

ｆａｘ 

０
３
―

５
４
２
１
―

５
６
５
３

メ
ー
ル prime@prime.meijigakuin.ac.jp

小
笠
原
協
会
の
活
動
は
賛
助
会

員
の
皆
様
方
の
会
費
収
入
に
支
え

ら
れ
て
お
り
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
続
き
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な
皆
様
に
も
、
小
笠
原

の
フ
ァ
ン
と
し
て
賛
助
会
へ
の
ご

入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。
当
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、

お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、
入
会
申

込
書
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
が
さ
わ
ら
丸
割
引
に
つ
い
て

旧
島
民
及
び
個
人
の
賛
助
会
員

の
方
は
，
お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船

割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
割
引
の

詳
細
は
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
ご
利
用
の

際
の
割
引
証
明
の
手
続
き
は
、
小

笠
原
海
運
で
の
乗
船
予
約
を
さ
れ

る
際
に
、
賛
助
会
員
証
の
写
し
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
さ
れ
る
か
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、旧
島
民
及
び
関
係
者（
ご

子
孫
、
配
偶
者
等
）
の
方
は
、
お

が
さ
わ
ら
丸
の
割
引
対
象
で
す
。

割
引
証
明
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

小
笠
原
協
会
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

31
年
度
賛
助
会
員
更
新
手
続
き

小
笠
原
協
会
の
賛
助
会
員
は
、

年
度
単
位
の
会
費
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
新
年
度
会
費
の
納
入
が

確
認
で
き
次
第
、
新
年
度
の
会
員

証
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
賛
助
会
員
更
新

手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

継
続
の
お
願
い
を
お
送
り
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

3 代目  ははじま丸3代目  ははじま丸

第 28共勝丸第 28共勝丸

第 2弥栄丸第 2弥栄丸

2代目  ははじま丸2代目  ははじま丸 初代  ははじま丸初代  ははじま丸

ご　挨　拶

小笠原海運は2019年をもって創立50周年を迎えます。
この 50年の間にご乗船いただいたすべてのみなさま、本
当にありがとうございました。 2019 年は私たちにしか
できない形で、みなさまへ感謝の気持ちをお伝えします。
スペシャルな１年になりますよ！
小笠原にいつか行きたいと思っている方、何十年も昔、
若かりし頃に行った記憶があるという方、毎年必ず来て
くださっているハードリピーターのみなさま、そして何よ
り、常日頃ご利用いただいている小笠原島民のみなさま、
どなたさまも 2019 年、ぜひおがさわら丸にご乗船くだ
さいませ。
社員一同、みなさまのご乗船を心よりお待ちしております。

小笠原海運株式会社

2 代目  おがさわら丸2代目  おがさわら丸

共勝丸共勝丸

小
笠
原
フ
ァ
ン
を
作
ろ
う
！

小
笠
原
フ
ァ
ン
を
作
ろ
う
！

賛
助
会
ご
加
入
の
お
願
い
！

賛
助
会
ご
加
入
の
お
願
い
！
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帰ろう心の故郷へ！　行こう念願の島へ！！

平成 30年度　第 19回小笠原訪問・交流ツアーアンケート結果平成 30年度　第 19回小笠原訪問・交流ツアーアンケート結果

第 19回目の小笠原協会企画、小笠原海運実施の「小笠原訪問・交流ツアー」は、昨年 10月 31日㈫～ 11月 5日㈰にわたり 133人の参加で、小笠原村はじめ島の皆様のご支援、ご
協力のもと大成功のツアーとなりました。お迎えをいただいた父島、母島の皆様に心から感謝申し上げます。

１　ツアー満足度
例年どおり、圧倒的に大満足と満足が多く、「なかなか行けなかった父島、母島に行くこ
とができ、現地でも話を色々聞くことができた」、「交流会も楽しく、小笠原の歴史にふ
れることができ、ダイビングも満喫した。島民の方とふれあいの場がある」「父島交流会
で南洋踊りや太鼓を見て感動し、料理もおいしくいただきました」、「新しくなった船は
初めてですが、さすがにどこもキレイで心地良いです」、「父島の豊かな自然 海の青さに
感動、自然のすばらしさ 本州では見られない植生、海岸風景の眺めがすばらしい 初め
て見る事ばかりで感動のしっぱなし すべてが初めてだったけど、やさしくしていただい
た。島民のみなさんがとても良い人達ばかりだった」など小笠原の自然への感動、交流会、
マリンスポーツの体験、島の皆さんのお迎えやおがさわら丸の快適さに感動されていま
した。ただ、「今回から延泊が無くなったことや、料金が年々上がっていることについて
は残念」との声もあった。

３　宿の食事
満足と大変満足で過半数を占めており、「小笠原ならではの料理が出された」、「今回は朝
食のみのコースでしたが、和食、洋食と変化があり、五穀米やバター・ジャムなどこだわっ
た美味しい食事でした」、「ガイドさんに聞いた食事処に何軒か行きましたがとてもおい
しかった」など、宿の食事だけでなく、外食の評価も高かった。
一方で、「島のものを毎食食べたかった」、「出来るだけ島らしい食事が欲しかった」、「宿
では夕食がなかった。宿の食事が楽しみだったので残念 」などの声もあった。

５　その他（交流会・イベント等）
「神社のお祭りは高い場所でなく平地で行われるものもほしい（高齢者のため）」、「ジョギングしながら名所をまわる」、「ヤギ退治、グリーンアノール狩りなど )」、「ダイビング 流れの
少ない場所でのシュノーケリング、前日申し込み、締め切り時間を延ばして欲しい」、「あまり行けないような所の清掃ボランティアに参加できるとうれしい。母島でいえば平島など」、「母
島は島内一周道路がないので代わりに船で島内一周ツアーがあればうれしい」、「地元の方々とのふれ合いの機会が多くなるようなイベント」、「釣り場所を整備してほしい」、「バスで島
内の案内をしてもらえるとうれしい」、「交流会での帰りのバス」など、難しいご要望もありました。

２　参加回数・次回の意向
本ツアーは、半数以上は初参加だが、リピーターが多いのも特色である。

４　お土産
「小笠原独特の塩、はちみつ、島レモン等こちらでしか手に入らないものがあり良かった」、
「島の特産を使っているものが多くて良かった」、「以前から比べると品数が増えた、種類
も豊富で店も複数あったので欲しかったものはおおよそ買えた」という満足の声の一方
で、「手作りの小物などもっと新しい商品があるといい」、「特産物を開発してほしい」「会
社に持っていきやすいお菓子があまりなかった」などの声もあった。
また、「小さな島で仕方ないことですが、地場で
育ったものがもっとあれば良い」、「ゆずこしょう
などはおいしいけど、ビンが重たい、量が少ない」、
「オリジナルな物が多く、手作り感が良かったが、
品切れが残念 」、「フルーツ、はちみつ、やや品
不足はしようがないです 」などの事情を理解し
ながらの要望もあった。

平成 30年 10月 31日（火）～ 11月５日（日）　参加人数　１３３人
旧島民 12人、賛助会員 29人、一般 92人、協会スタッフ 4人　　　

アンケート回収　55人　回収率　41.4％

30
25
20
15
10
5
0

1

12

25
26

ツアー満足度

大変満足 満足 普通 不満

30

20

10

0
1

参加回数

15回以上 10～ 14回 6～ 10回

2～ 5回 初めて

25

20

15

10

5

0

8 8

1

21

宿の食事

大変満足 満足 普通宿の食事 不満

40

20

0
1

遊び・体験

ダイビング

ドルフィンスイム

戦跡ツアー

釣り

お祭り

シュノーケリング

ホエールウオッチング

サンセットツアー

シーカヤック

その他

南島遊覧

山歩き

ナイトツアー

水泳

小笠原訪問・交流ツアーは、20年前に、旧島民の里帰りの機会をと企画し、今年で記念すべき20回目になります。今年も、小笠原村及び観光協会等の皆さまにご支援を頂き小笠原
訪問・交流ツアーを実施します。
期間は昨年同様、父島のお祭りが行われる10月31日（木）竹芝発～ 11月５日（火）竹芝着を予定しています。
昨年も小笠原の自然や、島の皆様からの熱烈な歓迎に驚き感動し、村祭りを楽しませていただきました。また、父島と母島の交流会では島寿司、亀の煮込みなど心のこもった料理を
頂きながら南洋踊りや小笠原太鼓、スティールパンの演奏を堪能しました。準備をして下さった皆様、ご出演くださった皆様、食材をご提供くださった皆様大変ありがとうございま
した。今年の企画詳細は次号７月１日号に掲載しますので、宜しくお願いします。

亀煮

南洋踊り

母島交流会

今年も小笠原訪問・交流ツアーを開催します2019年

父島のお見送り

（母島） 南島

小笠原太鼓（父島）
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帰ろう心の故郷へ！　行こう念願の島へ！！

▼
個
人
特
別
賛
助
会
費

▽
五
口　

鍋
島　

茂
樹

▽
三
口　

青
野　

春
樹

▽
一
口

三
枝　

佳
紀　
　

荒
牧　

勝
幸　
　

荒
牧　

公
加

荒
牧　

大
我　
　

吉
田
美
恵
子　
　

玉
井
由
紀
則

菊
池　

武
博　
　

橋
本
あ
ゆ
み　
　

手
塚　

年
章

中
島　

邦
夫　
　

浅
野　

堅
一　
　

七
井　

正
敏

▼
新
規
入
会
者

▽
一
口

中
島　

勇
造　
　

下
村　

義
典　
　

内
田　

千
晶

下
野　

雄
太　
　

入
澤　

俊
雄　
　

入
澤
マ
リ
子

八
川
眞
由
美　
　

中
西　
　

宏　
　

藤
里
美
南
子

澤
木　

淑
人　
　

澤
木　

順
子　
　

鶴
岡　

恵
美

小
島　

拓
也　
　

長
尾　
　

樹　
　

山
田　

峯
行

中
島　
　

徳　
　

小
島　

保
規　
　

生
方　

幸
佑

高
橋
由
紀
子　
　

中
口　

裕
丈　
　

馬
場　

博
幸

井
崎　

泰
佑　
　

山
口　

敬
大　
　

井
上　

忠
信

廣
瀬　
　

学　
　

廣
瀬　

由
香　
　

菅
野　

愛
美

東
海
林　

昴　
　

二
宮　

好
江　
　

榊
原　

玉
恵

尾
崎　

大
地　
　

中
村　

咲
子　
　

小
堀　
　

舞

小
山　

麗
子　
　

阿
部　

秀
樹　
　

稲
葉　

陽
一

稲
葉　

和
美　
　

飯
沼　

恵
子　
　

井
原　

大
地

石
橋　

寛
子　
　

伊
藤　
　

誠　
　

山
本　

佳
美

山
本　

京
子　
　

奥
山　

芳
徳　
　

奥
山
恵
理
子

佐
々
木
美
加　
　

佐
藤　

光
俊　
　

石
田
麻
由
子

柴
田
沙
矢
歌

▼
法
人
特
別
賛
助
会
費

▽
五
口
（
三
万
円
）
株
式
会
社　

ト
マ
ッ
ク

▽
二
口
（
一
万
二
千
円
）
小
笠
原
海
運
株
式
会
社

▼
寄
付
金

▽
平
成
31
年
新
年
号
広
告

（
三
万
円
）
株
式
会
社　

ト
マ
ッ
ク

日
章
建
設
株
式
会
社　

鹿
島
建
設
株
式
会
社

（
一
社
）
硫
黄
島
帰
島
促
進
協
議
会

五
洋
建
設
株
式
会
社　

小
笠
原
海
運
株
式
会
社

司
法
書
士　

玉
井
事
務
所

株
式
会
社
東
京
エ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
万
が
一
、
未
掲

載
の
失
礼
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
号
掲
載
し
ま
す
の
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
（
掲
載
順
不
同
）

〜
平
成
31
年
２
月
28
日
ま
で

平成31年 3月 1日現在
（　）内は前年同月

住民基本台帳登録者数
○世　帯 1,497 世帯

　（1,503世帯）
　
　父　島 1,216 世帯

 （1,227 世帯）
　
　母　島 281世帯

（276世帯）

○人　口 2,626 人
（2,647 人）

　
　父　島 2,155 人

（2,165 人）
　
　母　島 471人

（482人）

平成31年 2月気象状況
（　）内は前年同月（父島）

最高気温 24.9 ℃
（23.6 ℃）

最低気温 13.1 ℃
（11.6 ℃）

平均気温 19.8 ℃
（18.1 ℃）

平均湿度 72 ％
（71 ％）

月降水量 24.0 ㎜
（49.5 ㎜）

（気象庁　ホームページ）

平成31年 2月中の來島者数
（　）内は前年同月（父島）

定期船 2,683 人
（2,477 人）

観光船 0人
（0人）

訃　
　

報

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

山
本　

博
美 

様　

81
歳

　

平
成
30
年
11
月
23
日
ご
逝
去

 

硫
黄
島
出
身

若
澤　

祝
子 

様　

80
歳

　

平
成
30
年
３
月
４
日
ご
逝
去

 

母
島
出
身

梅
原
英
男
さ
ん
を
悼
む

小
笠
原
協
会
元
事
務
局
長

佐 

藤　

茂 

美

昨
年
暮
れ
、
新
潟
の
友
人

か
ら
「
梅
原
英
男
氏
が
亡
く

な
っ
た
。」
と
い
う
知
ら
せ
を

聞
い
て
愕
然
と
し
た
。
殺
し

て
も
死
な
な
い
男
に
見
え
た
。

そ
れ
程
、
頑
強
な
男
だ
っ
た
。

彼
に
対
し
て
は
、
我
々
の

仲
間
で
は
公
務
員
ら
し
か
ら

ぬ
公
務
員
で
、
新
規
採
用
時

か
ら
退
職
ま
で
自
分
の
思
い

通
り
に
生
き
て
き
た
男
と
見

え
て
い
た
。
身
体
が
大
き
く

い
か
つ
い
風
貌
は
初
対
面
の

人
に
は
身
構
え
ら
れ
て
い
た

に
違
い
な
い
。

競
馬
や
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど

賭
け
事
が
好
き
で
、
そ
れ
が
ま

た
め
っ
ぽ
う
強
い
の
で
あ
る
。

く
じ
運
も
強
く
、
宝
く
じ
や
、

競
争
率
が
何
十
倍
も
す
る
人

気
マ
ン
シ
ョ
ン
の
抽
選
に
も

当
た
っ
た
。
職
場
で
の
く
じ
引

き
な
ど
で
も
何
時
も
い
い
思

い
を
し
て
い
た
。
彼
に
は
我
々

に
は
見
え
な
い
、
見
え
ざ
る

何
か
が
見
え
る
能
力
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

仕
事
に
対
す
る
取
り
組
み

は
、
几
帳
面
で
、
も
う
少
し

手
を
抜
い
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
程
で
あ
っ
た
。

小
笠
原
村
の
総
務
課
長
、
小

笠
原
協
会
事
務
局
長
と
し
て

き
ち
ん
と
し
た
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
た
。

裏
表
の
な
い
気
風
の
良
さ

と
さ
っ
ぱ
り
し
た
性
格
は
、

多
く
の
仲
間
を
呼
ん
だ
。
た

だ
、
日
頃
の
態
度
や
言
葉
遣

い
が
荒
か
っ
た
せ
い
で
、
か

な
り
誤
解
を
さ
れ
て
い
る
面

も
あ
っ
た
が
、
本
当
は
、
心

根
の
優
し
い
、
涙
脆
い
と
こ

ろ
の
あ
る
男
で
あ
っ
た
。

清
掃
事
務
所
の
勤
務
で
は
、

運
転
手
や
現
業
職
の
方
々
か

ら
は
彼
の
性
格
が
合
っ
て
い

た
ら
し
く
、
多
く
の
人
達
に

慕
わ
れ
て
い
た
。

退
職
後
は
、
新
潟
に
家
を

建
て
、
浅
草
の
住
ま
い
を
行
っ

た
り
来
た
り
の
生
活
を
さ
れ

て
い
て
、
雪
の
多
い
新
潟
で

難
儀
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
只
々
、
御
冥
福
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

30
年
11
月
18
日
ご
逝
去

享
年
76
歳

元
小
笠
原
協
会
事
務
局
長

元
小
笠
原
村
商
工
会

事
務
局
長

元
小
笠
原
村
総
務
課
長

日
本
島
嶼
学
会
主
催

日
本
島
嶼
学
会
主
催

小
笠
原
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

小
笠
原
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

日
本
島
嶼
学
会
は
（
首
都
大
学

東
京
小
笠
原
研
究
委
員
会
共
催
）

３
月
７
日
（
木
）
に
父
島
で
公
開

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

（
会
場
：
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立

ち
、
同
学
会
は
、
村
内
の
公
的
機

関
・
施
設
、
歴
史
的
文
化
的
施
設

や
、
小
笠
原
の
自
然
を
中
心
に
視

察
を
実
施
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
当
日
は
、
多

く
の
島
民
を
は
じ
め
、
村
議
会
議

員
、
小
笠
原
村
、
東
京
都
小
笠
原

支
庁
、
環
境
省
な
ど
の
職
員
や
地

元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
関
係
者
な
ど
82
名
が

参
加
し
た
。

講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
多
彩

で
、
小
笠
原
関
連
研
究
の
更
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
る
。（
プ
ロ
グ

ラ
ム
要
旨
集
は
日
本
島
嶼
学
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
）

①  

23
年
間
の
小
笠
原
研
究
を
振

り
返
る 

可
知 

直
毅
（
首
都
大

学
東
京
・
理
学
部
）

②  

小
笠
原
の
気
候
・
水
文
研
究

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
還
元 

松
山 

洋
（
首
都
大
学
東
京
・

都
市
環
境
学
部
）

③  

小
笠
原
こ
と
ば
の
研
究
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
還
元 

ロ
ン

グ 

ダ
ニ
エ
ル
（
首
都
大
学
東

京
・
人
文
社
会
学
部
）

④  

南
洋
か
ら
伝
わ
っ
た
小
笠
原

の
音
楽
の
系
譜 

小
西 

潤
子

（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
・
音
楽

学
部
）

⑤  
日
米
関
係
史
に
お
け
る
小
笠

原
の
特
殊
性
と
普
遍
性 

真
崎 

翔
（
名
古
屋
大
学
・
国
際
開

発
研
究
科
）

⑥  

小
笠
原
諸
島
の
古
絵
図
・
古

写
真
を
読
む 

延
島 
冬
生
（
小

笠
原
村
在
住
・
元
小
笠
原
村

職
員
）

そ
の
後
、「
小
笠
原
研
究
者
に

期
待
さ
れ
る
こ
と
」
と
し
て
各
演

者
及
び
島
内
関
係
者
に
よ
る
討
論

が
あ
っ
た
。

 

皆
様

　

 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

運航月
時   刻

おがさわら丸
父島入港日

おがさわら丸
父島入港の翌日

おがさわら丸
父島出港日

おがさわら丸
父島入出港日 その他の日 運休日

運　

航　

時　

刻

父島
出港

12:00 7:30 7:30 13:30 7:30

　

 母島
入港 14:00 9:30 9:30 15:30 9:30

母島
出港

14:00 12:00 10:30 16:00 14:00

父島
入港 16:00 14:00 12:30 18:00 16:00

運　

行　

月　

日

4 月

4㈭ 5㈮ 1㈪
4/28・5/5・
7/21、27、8/3、
10、17、24は
上記の時刻で
運行

3㈬ 6㈯ 2㈫
10㈬ 11㈭ 7㈰ 9㈫ 12㈮ 8㈪
16㈫ 17㈬ 13㈯ 15㈪ 18㈭ 14㈰
22㈪ 23㈫ 19㈮ 21㈰ 24㈬ 20㈯

25㈭ 27㈯ 26㈮
30㈫ 29㈪

5 月

父島出港  7:30 1㈬ 4㈯ 7㈫ 6㈪
10㈮ 11㈯ 母島入港  9:30 8㈬ 9㈭ 12㈰

19㈰ 14㈫ 母島出港 10:00 13㈪ 16㈭ 17㈮ 15㈬
25㈯ 26㈰ 21㈫ 父島入港 12:00 20㈪ 23㈭ 24㈮ 22㈬

28㈫ 父島出港 14:00 27㈪ 30㈭ 31㈮ 29㈬

6 月

1㈯ 2㈰ 4㈫ 母島入港 16:00 3㈪ 6㈭ 7㈮ 5㈬
8㈯ 9㈰ 11㈫ 5/2・7/24,31・8/7、14、 10㈪ 13㈭ 14㈮ 12㈬
15㈯ 16㈰ 18㈫ 21は上記の時刻で運行 17㈪ 20㈭ 19㈬
21㈮ 22㈯ 24㈪ 23㈰ 26㈬ 25㈫
27㈭ 28㈮ 30㈰ 母島出港 15:00 29㈯

7 月

3㈭ 4㈭ 6㈯ 父島入港 17:00 2㈫ 5㈮ 1㈪
9㈫ 10㈭ 12㈮ 5/3・7/25・8/1,8,15,22は

上記の時刻で運行
8㈪ 11㈭ 7㈰

15㈪ 16㈫ 18㈭ 14㈰ 17㈬ 13㈯
20㈯ 19㈮

父島出港 14:00 23㈫ 26㈮ 22㈪
母島入港 16:00 29㈪ 30㈫ 28㈰

8 月

5/18は上記の時刻で運行 2㈮
4㈯ 5㈪ 6㈫ 4㈰
9㈮ 12㈪ 13㈫ 11㈰
16㈮ 19㈪ 20㈫ 18㈰
23㈮ 26㈪ 25㈰

27㈫ 28㈬ 30㈮ 29㈭ 31㈯

9 月

2㈪ 3㈫ 5㈭ 1㈰ 4㈬ 7㈯ 6㈮
8㈰ 9㈪ 11㈬ 10㈫ 13㈮ 12㈭
14㈯ 15㈰ 17㈫ 16㈪ 19㈭ 18㈬
20㈮ 21㈯ 23㈪ 22㈰ 25㈬ 24㈫
26㈭ 27㈮ 29㈰ 28㈯ 30㈪

◎問い合わせ先　伊豆諸島開発株式会社　☎ 03-3455-3090

さあ ! 母島へ行こう
　　母島への航路（ホエールライン）
　母島は父島の南約50kmに位置しその広さは約
21k㎡です。島の中央に乳房山（463m）があり島
の周囲は58kmあります。母島を観光される方は、
下記の時刻表でぜひ訪島してください。   
 （平成31年4月～令和元年9月）

小 笠 原 航 路 時 刻 表
（平成31年4月～令和元年9月）

ハートロック（千尋岩）　

沖港
運航月
時　刻

東京発 父島着・泊 父島泊 父島泊 父島発 東京着 父島泊数11:00 11:00 ─ ─ 15:00 15:00

4 　月

3㈬ 4㈭ 5㈮ 6㈯ 7㈰ 8㈪

3　泊9㈫ 10㈬ 11㈭ 12㈮ 13㈯ 14㈰
※1　　 15㈪ 16㈫ 17㈬ 18㈭ 19㈮ 20㈯

21㈰ 22㈪ 23㈫ 24㈬ 25㈭ 26㈮
東京発 父島着・泊 父島泊 父島泊 父島発 東京着 父島泊数11:00 11:00 ─ ─ 15:30 15:30
27㈯ 28㈰ ― ― 28㈰ 29㈪

父島折り返し

5 　月

1㈬ 2㈭ ─ ─ 2㈭ 3㈮
4㈯ 5㈰ ─ ─ 5㈰ 6 ㈪

東京発 父島着・泊 父島泊 父島泊 父島発 東京着 父島泊数11:00 11:00 ─ ─ 15:00 15:00
9㈭ 10㈮ 11 ㈯ 12 ㈰ 13 ㈪ 14㈫ 15 ㈬ ※ 2　 4 泊

※3　　 17㈮ 18㈯ 19㈰ 20㈪ 21㈫ 22 ㈬

3　泊

24㈮ 25㈯ 26㈰ 27㈪ 28㈫ 29 ㈬
31㈮ 6/1㈯ 6/2㈰ 6/3㈪ 6/4㈫ 6/5㈬

6 　月

7㈮ 8㈯ 9㈰ 10㈪ 11㈫ 12 ㈬
14㈮ 15㈯ 16㈰ 17㈪ 18㈫ 19 ㈬

※ 4　　20㈭ 21㈮ 22㈯ 23㈰ 24㈪ 25㈫
26㈬ 27㈭ 28㈮ 29㈯ 30㈰ 7/1㈪

7 　月

2㈫ 3㈬ 4㈭ 5㈮ 6㈯ 7㈰
8㈪ 9㈫ 10㈬ 11㈭ 12㈮ 13㈯
14㈰ 15㈪ 16㈫ 17㈬ 18㈭ 19㈮

東京発 父島着・泊 父島泊 父島泊 父島発 東京着 父島泊数11:00 11:00 ─ ─ 15:30 15:30
20㈯ 21㈰ ─ ─ 21㈰ 22㈪

父島折り返し

23㈫ 24㈬ ─ ─ 24㈬ 25㈭
26㈮ 27㈯ ─ ─ 27㈯ 28㈰
30㈫ 31㈬ ─ ─ 31㈬ 8/1㈭

8 　月

2㈮ 3㈯ ─ ─ 3㈯ 4㈰
6㈫ 7㈬ ─ ─ 7㈬ 8㈭
9㈮ 10㈯ ─ ─ 10㈯ 11㈰
13㈫ 14㈬ ─ ─ 14㈬ 15㈭
16㈮ 17㈯ ─ ─ 17㈯ 18㈰
20㈫ 21㈬ ─ ─ 21㈬ 22 ㈭
23㈮ 24㈯ ─ ─ 24㈯ 25 ㈰

東京発 父島着・泊 父島泊 父島泊 父島発 東京着 父島泊数11:00 11:00 ─ ─ 15:00 15:00
26㈪ 27㈫ 28㈬ 29㈭ 30㈮ 31㈯

　3　泊9 　月

1㈰ 2㈪ 3㈫ 4㈬ 5㈭ 6 ㈮
7㈯ 8㈰ 9㈪ 10㈫ 11㈬ 12 ㈭
13㈮ 14㈯ 15㈰ 16㈪ 17㈫ 18 ㈬
19㈭ 20㈮ 21㈯ 22㈰ 23㈪ 24㈫
25㈬ 26㈭ 27㈮ 28㈯ 29㈰ 30㈪

※ 1　久里浜寄港便。往路父島着・復路東京着ともに 40分遅延到着（予定）。
※ 2　５月９日、東京発便父島４泊
※ 3　久里浜寄港便。往路父島着・復路東京着ともに 40分遅延到着（予定）。
※ 4　八丈島寄港便。往路東京発 10：00・父島着 10：40。復路父島発 15：00・東京着 15：40分（予定）。

◎問い合わせ先　小笠原海運株式会社　☎ 03-3451-5171


